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まえがき 

「日本被団協」（日本原水爆被害者団体協議会）

は、ビキニ水爆実験の翌々年、1956 年 8 月 10 日、

長崎市国際文化会館において結成大会を開催し、

感動的な「世界への挨拶」を発表した。折から長崎

市（東高体育館）で開かれていた第２回「原水爆禁

止世界大会」の 2 日目のことであった。歳月は流

れて、2016 年 8 月 10 日、日本被団協は結成 60 周

年を迎え、同年 10 月 12 日、東京で 60 周年の祝賀

会を催した。私は「日本被団協結成 60 周年へのメ

ッセージ集」に小文を寄稿した。 

本稿は、短いメッセージを元の原稿にもどし、

それに多少手をくわえ、若い世代と外国の友人た

ちのために、長崎に関してややくわしい注を付し

たものである。（以下、敬称略） 

 

１ 日本のヒバクシャ（１）と日本被団協は、戦後

日本のみならず、戦後世界の欠くべからざる存

在であり、未来にむかって核なき世界を創造す

るうえで不可欠の象徴的存在である。かつて私

は、地元の新聞社の求めに応じて、被団協のノ

ーベル平和賞受賞のニュースに備えて、祝辞を

よせたことがある。その記事は印刷に付される

ことはなかったが、被団協の存在と活動は、ノ

ーベル平和賞をなんど受賞してもつきることが

ないほど偉大だ、と言いたい。 

 

わたしが長崎に赴任したのは、もう半世紀近

くもまえ、1973 年であった。 

1977 年に「被爆の実相とその後遺・被爆者の

実情」に関する NGO 被爆問題・国際シンポジウ

ム（77 シンポ）が、東京・広島・長崎で開催さ

れた。被爆問題を国際的環視のもとに置いた（し

たがって、以後、被爆問題が国内的にも国際的

にも学問的対象となった）この 77 シンポの重要

性は、とくに若い世代に語り伝えておかねばな

らないであろう（２）。 

1982 年には、SSD-II（第二回国連軍縮特別総会）

がニューヨークの国連本部で開催された。「被爆

者の現在」（３）（77 シンポのさい長崎で行われた
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被爆者調査）を報告するために、わたしは被団

協代表団の一員に加えられた。ニューヨークで

は、「仙ちゃん」こと山口仙二と同室を許されて

兄弟の交わりを結んだ。SSD-II の本会議で、本

島等・長崎市長は「長崎は、永遠に、地球上にお

ける最後の被爆地でなければならない」と演説

を結んだ。山口仙二は、反原爆の世論と被団協

を代表して、人間として最大限の威厳をこめて

「ノーモア・ヒバクシャ！」を叫んだ。長崎から

同道した秋月辰一郎医師は「核兵器の道義性と

合法性に関する国際シンポジウム」で「“その時”

医学は無力である」という重要な講演をした（４）。

わたしは「社会科学者と核戦争」という大きな

集会で、R. J. リフトン教授に前後して登壇し講

演した。主催者からは思いがけずトロフィーと

して真鍮製の「モービアス」（台座つきメビウス

の輪）を授与された。この「モービアス」（図 1）

は、集会の標語 ”Only one side―Humanity”（た

だ一つの立場―それは人類の立場だ）と相まっ

て、東西間の分断と冷戦を終わらせ、核の応酬

を未然にふせぐ知恵を視覚化したものであった
（５）。 

 

 

図１ モービアス（Moebius, 22.5×14.5cm） 

 

 

77 シンポと SSD-II の二つの体験は、わたしにと

ってライフワーク《長崎にあって哲学する》三部

作にとりくむきっかけとなった。被爆者との親し

い交わりと被爆問題への科学的アプローチなくし

て、1985 年（被爆 40 周年）の「長崎原爆の思想化

をめぐって―永井隆“浦上燔祭説”批判」（６）はあ

りえなかったであろう。 

 日本被団協の組織と運動は、自らのうちに（そ

のごく一部を挙げるだけでも）丸木位里・俊のよ

うな画家、峠三吉、原民喜、福田須磨子、林京子の

ような詩人や小説家、森瀧市郎のような哲学者、

秋月辰一郎・肥田舜太郎のような医師を擁しつつ、

大江健三郎や山田洋次、吉永小百合ら日本を代表

する作家や映画人をはじめとして、石田忠のよう

な「<原爆>と人間」の究明に生涯を捧げた社会科

学者など、さまざまな個人、団体、組織と協働し

て、原爆被害の反人間性を訴え、核兵器廃絶の運

動を展開してきた。 

さらに、被団協は、日弁連（日本弁護士連合会）

と地元弁護士会の支援をうけて、全国各地で法廷

闘争をくり広げてきた。長崎原爆松谷
ま つ や

訴訟（1988

年提訴）においては、長崎地裁で「後障害等による

苦しみを感じている一個の全体的な障害者
[にんげん ]

という

統合的視点は不可欠なものとしてきっとこれを確

保し…なければならない」という江口寛志裁判長

の画期的な判決（1993 年）を引き出し、福岡高裁、

最高裁にいたるまで完全勝利をおさめた[ただし、

引用文中のルビは高橋]。障害と疾病の、被爆との

関連を否定して、原爆被害を矮小化する日本政府

の姿勢を根本からただし、国家補償の立場に立っ

た「被爆者援護法」の制定をせまる法廷闘争は、近

年の「ノーモア・ヒバクシャ訴訟」においても受け

つがれている。 

こうして、日本被団協の組織と運動は、この 60 年

のあいだ、反公害闘争、反基地闘争、反原発運動な

どとともに、日本の平和運動、ならびに基本的人

権といかなる状況にあろうともけっして侵すこと

のできない「人間の尊厳」を守るたたかい、の中核

に位置してきたと言っていい。 
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２ 今、わたしは、日本被団協は多様な個性と豊

かな資質をもった人々からなる組織であることを

述べたが、いまひとつ、その多様性のなかに一定

の秩序が存在することを指摘したい。 

 国（厚生省公衆衛生局）の被爆者調査は過去に、

1965 年、1975 年、そして 1985 年の 3 度実施され

た。しかし、85 年の死没者調査をのぞけば、いず

れも被爆者の現状把握に関する調査項目に終始し

ていて、厚生省調査は原爆投下と原爆被害の非人

道性を明らかにするものとはなっていない。この

点は国の被爆者調査に接するたびに痛感するとこ

ろである。 

国（厚生省）の被爆者調査に対抗する民間の調

査としては、被団協が被爆 40 周年の 1985 年 11 月

－1986 年 3 月におこなった「原爆被害者調査」が

最も大規模かつ重要なものである。その調査の自

由回答記述欄の証言を編集したもの（７）に、日本被

団協（編）『ヒロシマ・ナガサキ 死と生の証言』

（新日本出版会、1994 年）があり、調査全体の詳

細な分析として濱谷正晴『原爆体験―6744 人・死

と生の証言』（岩波書店、2005 年）がある。 

他方、「社会調査家」石田忠は、濱谷正晴や栗原

淑江ら「原人会」（一橋大学「<原爆>と人間」研究

会」）の物心両面の支援をうけて、おびただしい数

の統計表を作成した。石田忠はその頂点に立つ一

枚の統計表を「総括表」（８）と名づけた。 

「総括表」は、被爆したために（「原爆報道」も含

めて）「死の恐怖」を感じたことがあるか、被爆者

であるために「不安」を感じたことがあるか、被爆

したために「つらかったこと」として「病気がちに

なった」、「健康にいつも不安」、「出産や子どもの

健康に不安」があったか、あの日の出来事が「心の

傷あと」になっているかどうか、という選択肢を

おいて、被爆者をその原爆被害の多寡に応じて 0

から 7 まで八つの層にわける。そして、それを被

爆者の「生きる支え」―「安定した生活をきづくこ

と」、「家族に囲まれてくらすこと」、「仕事、趣味、

宗教に生きること」から、「被爆の証人として語り

つぐこと」、「援護法制定の日まで生きぬくこと」、

「核兵器をこの地球上からなくすために生きるこ

と」(反原爆の 3 項目)など―とクロスさせたもので

表１ 石田忠「総括表」 

 

 

 （出典）一橋大学＜原爆と人間＞研究会（編集発行）『統計集<原爆体験の思想

化> ―日本被団協「原爆被害者調査 1985」分析』第 1 巻、1 ページ、2004 年。 
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ある。 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 石田忠「総括表」のレーダーチャート図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （図案）高橋眞司 （作図）竹下哲史 

図 2 凡例  

ローマ数字（時計文字 0～VII）は被害の層；なお、中心は 0％；円周は 100％； 

パーセンテージ（％）を示すアラビア数字は本図では省く。表 1 参照。  

○伊：生きる意欲の喪失体験のある者 

 ○呂：国の責任を問うている者 

 ○波：類型 A・B 型―生きる目的に反原爆のすべて（3 項目）を含めている者（A）；いずれか一つを

含めている者（B） 

 ○似：類型 E・F 型―今の生きる意欲が己れ中心の小宇宙の者（Ｅ）；生きるはりあい、支えがとく

にない者（F） 
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この「総括表」によれば、原爆体験の重く深い層

（被害が多重で、生きる意欲を奪われるほどの体

験をした層）になればなるほど、「反原爆」すなわ

ち被爆の証人として「証言をする」、援護法制定や

核兵器の廃絶の日まで生き抜くと答えたものが多

くなっている。石田忠はそこに「極めて規則的に」

という言葉をつけ加える。 原爆被害が少ない層に

おいては、それとは逆に「生きる支え」として、家

族に囲まれて生きる、仕事や趣味に生きる、ある

いは「生きる支え」はとくにない、などをあげてい

る。石田忠の「総括表」によれば、原爆体験の深重

なことと「生きる支え」のあいだには厳密な相関

性がある。そこには一糸の乱れもない「規則性」が

見出されたのであった。 

 こうして、個性も職業も思想も、多種多様な

人びとからなる日本被団協の組織と運動のうちに、

見事なまでの規則性と法則性を見出した石田忠の

社会調査を、わたしは、オーギュスト・コントが創

始した「社会のさまざまな問題を真に実証的な方

法でとり扱う一つの社会物理学 (la physique 

sociale)」、すなわち、「社会学(la sociologie)」（９）の

豊かな学問的伝統につらなるもの、と高く評価す

るのである。 

 ところで、石田忠が「原人会」の助けを得て

1500 枚余の統計表を作成したのは、社会調査のプ

ロフェショナルとしては、ある意味で必然的な営

みであったと言えよう。それを承知のうえで、な

おわたくしの心の奥に秘められた真実を吐露すれ

ば、私はそれが不肖の弟子であるわたくしに向け

られた応答でもあった、と信じているのである。 

石田忠は、1988 年、日本被団協主催の第 1 回「被

爆者問題研究会」で「地獄の復元―「罪意識」を中

心として」を報告したとき、被爆者調査の結果を

仔細に分析しているが、いまだ「総括表」には到達

していない。石田忠は 1990 年ごろから「総括表」

について言及しはじめていたのであったが（10）、か

れが被団協「被爆者問題研究会」の場で「総括表」

とその意味するところについて決定的な表現を与

えたのは、被爆者調査の実施からちょうど 10 年目

の第 5 回「被爆者問題研究会」（1994 年４月開催）

であった（11）。 

その間、石田忠の「総括表」について知る前後の

1990 年に、わたしは恩師・石田忠にむかって、文

書で「いくつかの質問」、疑義を提出していた。と

くに「家族に囲まれてくらすこと」は「原爆によっ

て破壊された生命と幸福の象徴としての《団欒》

を意味するとすれば、ここにも反原爆の意思は濃

厚にこめられていると言わねばならない」云々、

と（12）。 

しかし、わたくしのこの疑義は実証的な分析を

経ない、一つの憶測、臆見にすぎないこと（13）が石

田忠の「総括表」によって完膚なきまでに明らか

にされたのであった。石田忠の 1550 表を背景にも

った一枚の「総括表」は、不肖の弟子にたいする石

田忠の、人間的には誠実この上ない、しかし学問

的には一点の曇りも残さぬ、峻厳な応答であった

と、わたくしは信じているのである。 

こうして、石田忠は「総括表」をふくむ 1551 枚

の「統計集」（14）の分析をつうじて、被爆者である

ことを共通点としてもつ以外には、多種多様なひ

とびとの集団である被団協が、核兵器の廃絶と被

爆者援護法の即時制定をもとめて、集団討議をか

さね、国の内外で血のにじむような運動を展開し

た挙句、アンモナイトにも、水晶にも、真珠にも、

ダイヤモンドにも比すべき、揺るぎない法則性と

美しい秩序（図 2 参照）とをもった集団であるこ

とを見事に立証したのである（15）。 

 

 日本被団協と長崎被災協に属する被爆者との

交わり、そして彼らとともに同時代を歩みつづけ、

その苦難により添い、喜びを分かちあってきた人

びととの交わりは、私の人生の方向性を定め、わ

たくしにいつも深い感動と感謝の念を呼びおこす

のである。 
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【注】 以下の注における二、三の書物のうしろ

の短剣符/ダガー（†）は筆者による論稿の寄稿

を、双剣符/ダブルダガー（‡）は編著を意味す

る。 

 

（1）厚生労働省の発表によれば、「被爆者健康

手帳」をもつ人の数は、ピーク時の 37 万 2264

人（1981 年 3 月末）から減少しつづけて、2014

年 3 月末には 20 万人を割り込んで、19 万 2719

人となった。2016 年 3 月末の時点で、被爆者数

（被爆者健康手帳所持者数）17 万 4080 人、平

均年齢 80.86 歳、となっている。 

（2）「被爆の実相と被爆者の実情」に関する

NGO 被爆問題国際シンポジウム（77 シンポ）

には、英文と和文の優れた報告書がある。Japan 

National Preparatory Committee  

(ed.), A Call from Hibakusha of Hiroshima and 

Nagasaki: Proceedings of International Symposium 

on the Damage and After-Effects of the Atomic 

Bombing of Hiroshima and Nagasaki. Asahi 

Evening News, 1977；日本準備委員会（編集）『被

爆の実相と被爆者の実情―1977 NGO 被爆問題

シンポジウム報告書』朝日イブニングニュース

社、1978 年。  

なお、広島・長崎で原爆が何をもたらしたか、

に関する総合的な研究として、広島市・長崎市

原爆災害誌編集委員会（編）『広島・長崎の原爆

災害』（岩波書店、1979 年）がある。本書は、

広島市長および長崎市長が、1976 年、国連事務

総長に提出した『核兵器の廃絶と全面軍縮のた

めに―国連事務総長への要請』に端を発して、

飯島宗一、今堀誠二、具島兼三郎の三名の編集

委員の責任においてまとめられたものである。

そこには 77 シンポの英文・和文の成果も取り

入れられており、以下の英語版をつうじて、国

際的にも評価が高い。Hiroshima and Nagasaki: 

The Physical, Medical, and Social Effects of the 

Atomic Bombings, edited by the Committee for the 

Compilation of Materials on Damage caused by the 

Atomic Bombs in Hiroshima and Nagasaki. Tokyo: 

Iwanami Shoten, 1981.  

 ただし、NGO77 シンポの報告書『被爆の実

相と被爆者の実情』には、原爆被害者への人間

的共感ならびに被爆者運動への共感を、国連軍

縮特別総会 SSD-I・II・III に反映させて、核軍

縮の国際的気運を高めようとする国際社会の

熱気が籠められていた。それに対して、岩波版

『広島・長崎の原爆災害』は、「原爆被害」を自

然災害とも通底する「原爆災害」と呼んで「そ

の客観的分析と総合的な叙述」を意図したとこ

ろに、それぞれの特徴とその間に微妙な差異の

あることがうかがわれる。 

 また、NGO77 シンポに際して、長崎では、

『長崎の証言』誌の編集に携わってきた鎌田定

夫らを中心に、NGO 被爆問題国際シンポジウ

ム長崎準備委員会（編集・発行）『長崎原爆被害

総合報告・1977 原爆被害の実相―長崎レポー

ト』†（1977 年）が刊行された。日本被団協の

専門委員であった山手茂は、本書について「厖

大で充実した報告書が、今年 3 月 14 日に長崎

準備委員会が発足してから僅か４ヶ月半の間

に、立派な単行本[B5 版、312 ページ]として完

成されたことは、驚嘆に値する。……われわれ

は本報告書の内容から教えられることが多い

のはもちろんであるが、この作成過程からも多

くを学ばなければならない」と書評を寄せてい

る。『日本の科学者』1977 年 11 月号；長崎の証

言の会『長崎の証言ニュース』No.40、1977 年

11 月、に転載。 

（3）長崎原普協（長崎「原爆問題」研究普及協

議会）編集・発行『被爆者の現在―長崎の被爆

者調査のまとめ』（1981 年）増補改訂版‡、1984

年。 

ところで、1981 年 7 月、東京で「原爆の非

人道性と国の戦争責任を裁く」国民法廷運動の
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モデル法廷が開かれた。つづいて、同年 8 月 8

日、長崎で国民法廷が開かれた。長崎国民法廷

はその後の「全国的な広がりの端緒」となった

といわれるもので、池田早苗、熊和子の圧倒的

な証言、石田忠裁判長の真に人間的な審判文と

によって、会場は熱気と感動に包まれた。わた

しは、『被爆者の現在』に基づいて、「被爆者―

集団としての訴えと要求」について証言した。

当夜のわたしの証言は、高橋眞司『長崎にあっ

て哲学する・完―３・11 後の平和責任』（北樹

出版、2015 年）55-60 ページ、に収録されてい

る。  

（4） 1982 年の SSD-II とその関連行事に長崎

から参加した人々のうち、本島等、山口仙二、

下平作江、渡辺千恵子、秋月辰一郎、高橋眞司

のアメリカ合衆国での英文スピーチを収めた

ものに次のものがある。Appeals from Nagasaki. 

Edited by Shinji Takahashi, circulated in manuscript 

since 1985 and published by “Nagasaki Association 

for Research and Dissemination of Atomic Bomb 

Survivors’ Problems” in 1991.  

なお、これまでに開催された「国連軍縮特別

総会」（SSD）全３回(1978, 1982, 1988)に長崎か

ら参加したひとびとの、現地での報告をあつめ

たものに、長崎原普協（編集・発行）『SSD-I・

II・III 長崎からの訴え』‡（1993 年）がある。 

（5）「社会科学者と核戦争」集会における報告

の経緯を、わたしは「ナガサキからニューヨー

クへ―長崎の被爆者調査を報告して」と題して

書きとどめた。初出は、広島・長崎の証言の会

『季刊 ヒロシマ・ナガサキの証言』第 3 号、

1982 年夏。高橋眞司『続・長崎にあって哲学す

る―原爆死から平和責任へ』（北樹出版、2004

年）に収録。 

 77 シンポの時点で、すなわち、ヒロシマ・ナ

ガサキの原爆投下から 32 年後の時点で、なお

原爆被害は持続しており、ヒバクシャは「病気

と貧困の悪循環」に捉えられ、孤独や生活苦な

ど老齢化の諸困難のうちに沈殿せしめられて

いる、という報告の趣旨をまとめて、『ブレテ

ィン・オブ・アトミック・サイエンティスト』

誌に寄稿した。Shinji Takahashi, “ Relief for the 

Hibakusha”, Bulletin of the Atomic Scientists、Vol. 

40-8, October, 1984, pp. 25-26. この報告の趣旨

は、以下の URL で読むことができる。 

URL: 

http://dx.doi.org/10.1080/00963402.1984.1145926

8 

 なお、『反核と戦争責任―「被害者」日本と「加

害者」日本』（三一書房、1982 年）の著者・岩松

繁俊（長崎大学教授）は、被爆者として原爆投下

を批判するだけでなく、日本の戦争責任、なら

びに軍国主義の復活を批判した重厚な論文を上

記 Bulletin 誌に寄稿している。 Shigetoshi 

Iwamatsu, A Perspective on the War Crimes. Bulletin 

of the Atomic Scientists. Vol. 38-2, 1982, pp. 29-32.  

URL: 

http://dx.doi.org/10.1080/00963402.1982.11455700 

岩松繁俊は、イギリスの哲学者で反核運動の

指導者、バートランド・ラッセルとの往復書簡

でも知られる。 

（6）被爆 40 周年の 1985 年、わたしは熊本で

開催された社会思想史学会で、「長崎原爆の思

想化をめぐって―永井隆から秋月辰一郎へ」と

題して報告した。初出は社会思想史学会年報

『社会思想史研究』10 号、1986 年。33－43 ペ

ージ。のち、高橋眞司『長崎にあって哲学する

―核時代の死と生』（1994 年）193－206 ページ、

に収録。 

 なお、永井隆とかれ独特の思想「浦上燔祭説」

にふれた文献は数多くあるが、それらを整序し

ながら「浦上の原爆の語り」の変容を実証的に

丁寧に考察したものとして、四條知恵『浦上の

原爆の語り―永井隆からローマ教皇へ』（未來

社、2015 年）がある。 

また、3・11 後の、現在の新しい文脈で、永

http://dx.doi.org/10.1080/00963402.1984.11459268
http://dx.doi.org/10.1080/00963402.1984.11459268
http://dx.doi.org/10.1080/00963402.1982.11455700
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井隆と「浦上燔祭説」の意味を批判的に吟味し

たものに、山口研一郎『国策と犠牲―原爆・原

発そして現代医療のゆくえ』（社会評論社、2014

年、増補改訂版、2016 年）がある。 

（7）本書に先行するものに、日本原水爆被害

者団体協議会が編集・発行した「日本被団協 原

爆被害者調査資料集 I、II」として『「あの日」

の証言（その１）』（1988 年刊行）、『「あの日」

の証言（その２）』（1989 年）があり、同資料集

III、IV として、『被爆者の死（その１）―「あ

の日」から昭和 20 年末まで』（1989 年）、『被爆

者の死（その２）―「昭和 21 年からの 40 年』

（1989 年）がある。 

これら 4 冊の資料集を精読して、わたしは

「被爆体験の概念的構成」（社会思想史学会報

告、1990 年）および「被爆者の死と生」（日本

被団協「第 4 回被爆者問題研究会」1993 年）の

2 編を発表した。いずれも拙著『長崎にあって

哲学する』(1994 年)に収録。 

あわせて、英語版も日本被団協から刊行され

た。The Witness of Those Days: HIROSHIMA & 

NAGASAKI. (2 Vols, 1989)には「人間的なこころ

の叫びを共にしよう」と題して、石田忠が熱の

こもった「序文」を書き、作家・大江健三郎が

「世界中の同胞へのメッセージ」を寄せた。ま

た、The Deaths of Hibakusha. (2 Vols, 1991)への

「序文」は、「核なき世界へ」(Toward a Nuclear-

Free World) と題して高橋眞司が書き（本稿「付

録」Appendix.参照）、簡潔ではあるがすぐれた

「推薦」のことばをアンドルー・ヒューズが寄

せた。 

（8）石田忠「原爆体験の思想化―被団協調査・

分析」、第 5 回「被爆者問題研究会」（1994 年 4

月）にて発表。日本被団協『被爆者問題研究』

第 5 号、1995 年、33-65 ページ。 

（9） Auguste Comte, Leçons de Sociologie : Cours 

de philosophie positive. Leçons47 à 51. GF-

Flammarion, Quarante-neuvième Leçon, pp. 192-

193.  

なお、“sociologie” (社会学)の語は、ラテン語

の仲間、同胞を意味する “socius” と ギリシア語

の言葉、理性、推理を意味する“λόγος” とを結び

あわせた、A・コントの独創にかかる造語であ

る。  

（10）石田忠「原爆は人間に何をしたか」、日本

平和教育研究協議会編『平和教育』39 号、1990

年 31-38 ページ；同「原爆死をどう考えるか」

『科学と思想』86 号、1992 年、98-105 ページ、

など。 

（11）前出、注（８）におなじ。石田忠の論文

「原爆体験の思想化―被団協調査・分析」（『被

爆者問題研究』第 5 号、1995 年）は、石田の

「反原爆論集」2 巻（『原爆体験の思想化』及び

『原爆被害者援護法』未來社、1986 年）以降の

著述中で最高の到達点であるのみならず、かれ

の『統計集<原爆体験の思想化>』全 7 巻＋別巻

（後出、注 14）の読解のために不可欠の論文で

ある。 

なお、これは師弟間の私的領域に属すること

かもしれないが、石田忠は、1994 年秋、長崎の

秋祭り「くんち」の余韻も収まったころ、人を

介して、翌年の春『被爆者問題研究』第 5 号に

掲載される予定のこの論文を「高橋君にはぜひ

目を通していただきたい」との伝言と共に、恵

与されたことをここに書き添えておきたい。 

（12）高橋眞司「被爆者問題研究の新段階」、長

崎総合科学大学・長崎平和文化研究所『平和文

化研究』第 13 集、1990 年；拙著『長崎にあっ

て哲学する―核時代の死と生』(北樹出版、1994

年)所収 

（13）ここは、古典ギリシア哲学の「学的認識
エピステーメー

」

（έπιστήμη)と「臆説
ド ク サ

」(δόξα)の区別のうえに立

っている。Cf. Platonis Opera recognovit Ioannes 

Burnet, Oxford Classical Texts, Tomus IV, 
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ΠΟΛΙΤΕΙΑ, E, 477b; Plato, The Republic, Book V, 

477b: Loeb Classical Library. Plato V, Republic, Vol. 

I, pp. 522-523. なお、山本光雄は「認識」に「臆

見」を対置し（『世界の大思想Ｉ, プラトン『国

家』184 ページ、河出書房新社、1965 年）、藤

沢令夫は「認識」に「思わく」を対置している

（プラトン全集第 11 巻、『国家』404-405 ペー

ジ、岩波書店、1976 年）。  

（14）一橋大学＜原爆と人間＞研究会（編集発

行）『統計集<原爆体験の思想化> ―日本被団協

「原爆被害者調査 1985」分析』全 7 巻＋別巻、

2004 年。集計・作表は沼崎保宏。    

石田忠『統計集』全 7 巻＋別巻のセットは、

国立情報学研究所 ”CiNii” （大学図書館の本を

さがす）によれば、一橋大学、広島市立大学を

はじめ、全国 8 大学の図書館に所蔵されている。 

なお、石田忠の米寿を記念して開かれた講義

録『統計集＜原爆体験の思想化＞について』（沓

石会編集・発行、2004 年）は、基本仮説「原爆

体験は被爆者の思想的営為を活性化し、それに

方向を与える働きをするのでないか」の提示と、

検証の方法「被爆者の層化」という「石田社会

学」の基本原理を開示して、石田忠『統計集<

原爆体験の思想化>』（全 7 巻＋別巻）の読解に

資するところが大きい。ただし、この講義録は、

上記”CiNii” によれば、大学図書館の所蔵は、6

大学にとどまる。 

（15）石田忠の人間と学問について、わたしは

追悼の小文を地元紙によせた。「石田忠先生を

悼む―科学性と人間愛を結ぶ」、『長崎新聞』

2011 年 4 月 19 日；拙著『長崎にあって哲学す

る・完』（2015 年）104-105 ページ、参照。 

 

 

 

 

 

 

 

以下、「付録」Appendix. 

次ページ以下に掲載するのは、日本被団協か

ら刊行された『被爆者の死』の英語版 The Deaths 

of Hibakusha. (2 Vols, 1991)への序文「核なき世

界へ」(Toward a Nuclear-Free World) である。翻

訳は被団協『「あの日」の証言』英訳グループに

よる。 
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